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飼料サンプル 0.1 g に HNO3 5 mLを加え、
上記プログラムの通り処理を行った
プログラム終了後は、40 ℃以下になるまで放冷
（50 分以上）後、取り出し

処理容器本数：3本

【 処理プログラム】

step 時間 溶液温度 マイクロ波出力
1 2 min 70℃ 1800 W

2 1 min 50℃ 0 W

3 20 min 210℃ 1800 W

4 15 min 210℃ 1800 W

（サンプル）飼料 0.1 g ＋（試薬）HNO3 5 mL 
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【 処理状況の動作レポート】

西村真弓
h-ito@etech.engg.nagoya-u.ac.jp伊藤広樹

サンプルは、名古屋大学大学院医学系研究科・環境労働衛生学 田崎 啓講師よりご提供いただきました。

【 処理前】 【 処理後】

【処理条件】

各容器の溶液温度
最高温度
マイクロ波出力
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